


  要約:近年の未熟児医療の進歩により多数の極低出生体重児の生存が可能となってきた

現在、栄養管理は極めて重要な位置にあるにもがかわらず、何を指標に栄養管理を行えば

よいのか不明のままであり、低出生体重児のうちでも特に栄養管理に難渋することの多い

極低出生体重児の栄養必要量の設定がいそがれている。初年度はまず栄養必要量設定のた

めの方策について検討した。


